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（令和7年12月5日　午前9時45分） 

 

●議長（酒井　聡）　おはようございます。お疲れ様です。ただ今の出席議員は11名であ

ります。なお、永原和男議員から遅参の旨連絡がありましたので、ご報告いたします。

定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。また、小林農業委員会長から欠

席届が提出されております。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 

日程第１、通告による一般質問を行います。 

 

通告の6、伊藤博美議員。 

 

1、信越病院の再発防止の取組について 

2、物価対策について 

3、給食費の無償化について 

 

議席番号6番、伊藤博美議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　おはようございます。議席番号6番、伊藤博美でございます。最初

に、去る10月21日に発生しました、乳児に誤った接種をした件について伺います。10

月22日の全員協議会におきまして、経緯の説明を受けました。その中で、再発防止に

取り組むとの事務長の決意が示されたわけであります。また、信濃毎日新聞の取材に対

し、職員にチェック体制の周知を徹底するなど再発防止策に取り組むと答えています。

そこで伺いますが、再発防止の具体的な内容について伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　おはようございます。ただ今頂きました伊藤博美議員からの質問に

お答えいたします。昨日北村議員からも同様のご質問を頂きましたが、病院開設者とい

たしまして、改めて答弁をさせていただきます。患者様、町民の皆様方には大変なご迷

惑、ご心配をおかけしましたことを改めておわび申し上げます。再発防止に向けました

体制づくりに関しましては、事故当日にも病院に赴き、状況の把握、患者様へのフォロ

ーアップ等を依頼し、また翌週に開催されました院内の管理職が集まる病院管理会議に

おいても、本事案に関する情報共有や組織としての課題を含め、再発防止のための体制

作りについて協議をしたところでございます。その後、病院安全管理委員会におきまし

て、議論が継続的に行われ、マニュアルの遵守、徹底や、ダブルチェック体制の構築、

職員間における情報共有の強化などを徹底し、再発防止に向けた取り組みを鋭意進めて

いるところでございます。今後は、これらの対策を着実に実行するとともに、医療の安

全に対する意識の向上に全力で取り組み、信頼の回復に努めてまいりますので、ご理解

のほどを、よろしくお願いいたします。 
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●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　今、町長から答弁を頂いたわけですが、様々な形で再発防止に取り

組むという、その体制づくりが分かりました。信毎の報道によりますと、誤接種はあり

得ないミスだというふうに報じております。だとすれば、取り組みとしては今までにな

い対策をとり、併せてその内容は、今までにない体制をすると同時に、いつ再発するか

もしれないものではないでしょうか。信州大学の病院では誤接種について、接種直前ま

で、ワクチンの入った箱から注射器を出さないようにしたり、注射器にワクチンの名前

を書いたシールを貼るなど、体制作りが重要だと指摘しております。こういう体制が、

今後の中でしっかりと取れていくのか、どうなのかを確認をしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　安全体制について、新たにどのように改善したかとのお尋ね

だと思います。当院におきましては、患者様の安全を最優先とし、医療事故の未然防止

と医療の質、向上を図るため、医療安全管理マニュアルを整備しております。しかしな

がら、医療現場は高度化、複雑化しており、マニュアルの内容を確実に実践するために

は、継続的な取り組みや、さらなる徹底を図る必要があると改めて認識しております。

今回の事態を受けまして、先ほど町長からの答弁がございましたが、臨時の医療安全管

理委員会を計4回開催し、本事案を引き起こした原因や再発防止対策について議論を多

職種で重ねてまいりました。小児科に関わります予防接種の安全対策としては幾つかご

ざいますが、新たなものとしましては、大きく2つございます。1つ目は準備の段階で、

今まではその日に使用するワクチンを全部まとめてトレイで管理しておりましたが、小

児科のように1人で複数のワクチンの接種を予定している場合には、チャック付きのビ

ニール袋に入れて、個別に管理、保管するようにしました。また、この準備段階におき

ましても、ワクチンの種類をスタッフ2人で指差し、呼称し、確認するように改めまし

た。2つ目は接種当日、看護師は母子手帳及び予診票、医師は袋に準備されたワクチン

を指差し、呼称にて互いに確認し、接種前に医師は、保護者にワクチンを提示してご確

認いただいた後に、接種するように再度徹底、また改めました。ほかにも、医療安全管

理マニュアルの徹底、職員間の情報共有を強化、定期的な研修の実施など組織全体で医

療安全意識の向上に努め、患者様に安心して医療を受けていただける再発防止対策を徹

底してまいります。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　今、事務長の方から、より具体的な安全防止策ということでもって、

述べていただいたと思います。これは一度や二度もするということは、当たり前のこと

なんです。私の勤めていた会社でもそうだったんですが、一つの事故を起こすと、必ず

安全防止策というものをしっかりと立てないと、それ以上の仕事はできないというぐら
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い、非常に厳しいことがありました。1、2か月ぐらいというものは、年、月に何回か開

いて、あるいはまた、毎週徹底を図るということも必要だと思います。言ってみれば、

耳にタコができるくらい、本当に徹底を図る必要があるのだろうと思います。あるいは

一定期間の安全防止策が取れたとしても、たまには抜き打ち的に、これらの体制が取れ

ているのか、そういった点検もやっていく必要があるのではないかと思います。今、町

長、あれから事務長の方から、対策に向けて図っていくのだという強い決意が述べられ

ました。今年の最初の議会だったと思うのですが、私は町長に、建物も、それから設備

も新しくなったと。問題は中身なのだということ申し上げました。そこで働く皆さんが、

周りから見ても変わったなと言えるような病院にすべきだということを、申し上げまし

た。町長も、そのとおりだということを答弁したというふうに、私は記憶しております。

新病院になって3か月余りですけれども、これを機にして安全、安心の病院経営をする、

それを強く求めて、次の問題に入りたいと思います。 

物価対策についてお伺いします。政府は11月28日でしたか、2025年度の補正予算案

を、閣議決定をいたしました。その中身というものは、物価高対応に、児童手当の対象

となっている0歳から18歳の子ども１人当たり2万円の一律の給付が盛り込まれてお

ります。また、自治体が自由に使える重点支援地方交付金に2兆円が計上されておりま

す。そのうち、特別策を設けているのが、お米券の活用を促しております。この補正予

算成立はしておりませんけれども、年内には成立するだろうということを前提にお伺い

したいと思います。交付金については、各自治体任せになっているわけですが、この交

付金を使って、非課税世帯や子ども世帯への町独自の特別支援は考えているのでしょう

か。お伺いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　物価高騰対策ということで、町として独自の施策を考えているかと

いうことでありますが、私ども、現在は政府の予算の内容をしっかり見させていただい

た上で、町として効果的なもの、そして迅速に対応できる方策を選択して、実行してい

きたいというふうな考えでございます。以上であります。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　予算がまだ成立をしていないということでありますので、中身とい

うものはなかなかむずしいのではないかと思います。ただ、補正予算は、私は成立する

と思います。年内の成立がなければ、これはっきり言って、高市政権は崩壊すると思い

ます。なぜならば、物価高騰対応策に、今まで全く政権としてやってこなかったと。そ

して出てくるのは、大軍拡の予算だけが盛り込まれてきている、そういう状況ですから、

これもし、ここで予算が成立しなかったということになりますと、アメリカに対して顔

向けができないということになるんでしょう。さて、物価高騰の対応策といいますと、

以前にプレミアム商品というものを何回も発行してまいりました。このときに、困窮世



令和 7年第 424回信濃町議会定例会 12月会議会議録（3日目） 

③‐4

帯やあるいは移動手段がない世帯、こういう世帯に商品券を購入できないということも、

私はこの議場において言ったことがあります。前町政のときだったと思うんですが、全

世帯に商品券が行き渡るように、一冊のみ配布をしたということもあるというふうに思

います。これだけの物価高騰が続いているわけですから、町独自の施策の一つとして商

品券を発行する考えがあるならば、全世帯に行き渡るような方法を取っていただきたい

なというように思うわけです。これは、あくまで補正予算が成立した後で、ということ

になりますが、私は補正予算を成立するというふうにしっかりと踏んでおりますので、

町の方の見解を求めたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　こちらの重点支援地方交付金につきましては、総務課の財政係

の方が主体的に検討しておりますので、私の方からお答えをさせていただきますが、商

品券。過去に、伊藤議員がおっしゃるように、商品券を全世帯に配布したという事例が

ございます。ただ、今、国から閣議決定の内容の推奨メニューというのが来ております

けれども、予算配分が県の方を通じてくるんですが、その予算配分を見ないと、なかな

か事業メニューを検討することが難しいというようなことで、そんな中でそれを待って、

実施メニューを検討していきたいということでございます。現時点で、商品券を全世帯

に配るかどうかということはまだ決めておりませんけれども、国から示される重点支援

地方交付金の推奨メニュー、それから、過去の実績事例なども勘案し、地域経済の下支

えとなる生活支援の両立を図れるようということで、検討してまいりたいというふうに

考えてございます。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　これには、なぜそこまでこだわるんだと、一世帯あたりに是非、や

っていただきたいなということをこだわるかと言いますと、あのときも、私は申し上げ

たんですが、ある世帯のところにお伺いしましたときに、せっかくの商品券ですから買

ってくださいね、というふうに促しました。そうしましたら、そこにいたお年寄りが、

買いたいけれど、5000円はありますと言うんですよ。しかしこの5000円は、使ってし

まったら医者に行けないと。「伊藤さん、商品券は病院で使用できますかね」、と言われ

たんです。「商品券は、病院では利用できませんよ」、ということを申し上げました。で

きれば、私たちもそういうものは欲しいけれども、実際は買えないんです。という人た

ちがいたということを申し上げました。もう一つは移動手段なんですね。これ、買いに

行く場所が決まっておりますから、そこまで移動しなきゃならないと。移動するにも大

変なんですと。だから手に入れたいけれども、手に入らないということをおっしゃって

おりました。そのことを強く町の方に求めて、それならば、ということで一回だけでし

たけれども、全世帯に一度配布をしていただいたということがあります。私は以前のそ

のときに比べたら、今の方が物価高騰といいますか、非常に高くなってきているという
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ことはもう、皆さんもお気づきだと思うんです。そういうふうな面があるから、全世帯

に行き渡るようにするには、そういう手段しかないのではないかと考えております。是

非、チャンスがありましたら、検討していただきたいなと思います。 

それでは次は、給食費の無償化についてお伺いをいたします。政府は来年度の予算で

すか、今年の2月だったと思うんですが、来年度予算の中で、小学校の給食費の無償化

に向けて予算化をする方向とされておりました。これも今でもまだ、生きているという

ように思います。この件に関して、私は9月議会で予算措置、小学校無償化の予算措置

そのものは政府が行うわけですけれども、具体的な手立てというものは各自治体任せだ

というふうに述べました。町は予算措置がされた場合は、どうしますかとの質問に、町

長は、前向きの考えを示したわけであります。今も、その考えを持っていますでしょう

か。お伺いをいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　給食費についてでありますけれども、9月議会で申し上げましたと

おり、この物価高騰が長期化する中で、保護者の負担軽減あるいは、子どもの健やかな

成長を支援する、そういう考えのもとに、給食費も考えていかなければならないという

ふうに考えております。答弁とすれば同じになりますけれども、給食費の無償化につき

ましては、前向きに検討してまいりたいと考えております。その考えに変わりはござい

ません。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　9月の議会のと、考えは同じだということでありました。政府が予算

措置をした場合は、町も積極的に取り組んでいただきたいなと思います。小学校の給食

費が無償化になった場合、私は教育要覧から計算をしたんですけれども、もし数字が違

っているということであれば、正していただきたいと思います。前期課程の１年生から

3年生、これ全校103人というふう出ております。これ１食330円ですから、そこに330

をかけて、昨日お伺いしましたら201日が給食実施日だということですので、ざっと計

算しまして683万1990円という数字だと思っております。同じく前期課程の4年生か

ら6年生、児童数が121人、これに１食あたり345円をかけまして、同じく給食の実施

日の201日をかけますと839万745円になります。小学校だけで1522万2735円となり

ますが、教育委員会にお伺いしましたが、この金額でよろしいでしょうか。お伺いしま

す。 

●議長（酒井　聡）　渡辺教育次長。 

 

■教育次長（渡辺美重子）　それでは、数字的なことですので、お答えさせていただきま

す。令和7年11月1日現在の小学校の児童数で計算をいたしました。小学校１年生か

ら4年生の児童数は219人です。また給食費ですが、1年生から3年生は１食350円、4
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年生から7年生は１食365円ですので、本年度の給食の提供日数200日で算出しますと、

合計で、1年間で1576万5435円となります。なお、この給食費は、11月より１食あた

りの単価を低学年、高学年、中学生それぞれ20円の値上げをさせていただきました。

これについては米価の高騰により、給食センター運営委員会としてご判断され、教育委

員会はその答申を受けて決定をしたところです。なお、今年度、令和７年度につきまし

ては、物価高騰対応の重点支援地方創生臨時報付金を活用しますので、この値上げ分に

よる実質的な保護者の負担はございません。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　数字が若干増えたというふうに思います。給食ですから、全児童が

これに該当するわけですけれども、この中で食物成分と言いますか、アレルギー性疾患

を抱えている人たちは、一般的な給食というものは無理なのかなというふうな気がいた

します。こうした場合は、給食で特別な手立ていうものを取っているのか、あるいは家

から弁当を持参で来て、それを給食としていただいているのか、そのどちらでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　渡辺教育次長。 

 

■教育次長（渡辺美重子）　お答えいたします。現在、アレルギーを理由に給食を全く接

種していない児童生徒はおりませんが、アレルギーを有する児童生徒にも安心して給食

を食べていただけるよう、次のように対応を行っております。まず、アレルギーの原因

となる食材を除いて提供する除去食、またアレルギー食材を別の食材に置き換える代替

食、これを実施しております。また、学校及び保護者の皆様と、適切に情報共有を行う

ため、アレルギー対応が必要な児童生徒には毎月配布をしております通常の献立表とは

別に、使用する原材料全てを記載した、詳細献立表を配布しております。この詳細献立

表は、該当のクラスの担任の先生にも共有をさせていただいております。さらに、アレ

ルギー対応食を提供する日は、給食センターから学校へ学年、組、氏名及びその対応の

内容を記載したファックスを送付しまして、誤配膳が起こらないよう、二重三重の確認

体制をとっております。また、アレルギーや疾患等により牛乳やパンを摂取できない児

童生徒さんには、ご家庭から代わりのお茶やご飯等を持参していただくことで、給食時

間に一緒に食事ができるよう配慮をしております。提供されなかった牛乳代、パン代に

ついては年度末、また転校時に精算をさせていただき、保護者へ返金を行っております。

以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　今現在は、アレルギー性の持った児童はいないということで、理解

をいたしました。それでも、少しでもそういった症状があるというお子さんについては、

今の食材、あるいは代替食ということでカバーしているということでありました。それ
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だけ、安全な給食が提供されているんだなというふうに思っております。４番目にお伺

いしました、仮に給食費が無償になった場合、何人か、アレルギー性を持った児童がい

るんじゃないかと、学校の給食は食べられないんじゃないかというふうに想像しており

ましたので、仮にそういった面があるとすれば、給食費は変わらないわけですから、お

金を各家庭に返却するという状況を取るのかなと思っていたから、それを4番目として

載せておいたのですが、今対応の一つとして、年度末に返却ということも言われました

ので、その対応がされておれば、今後の中でまた活かしていっていただければいいのか

な、というふうには思っています。 

次に小学校の給食の無償化を行った場合、中学校の無償化が問われるわけであります。

これも確認したいと思いますが、教育要覧で生徒数が147人、１食375円として201日

で計算し1108万125円というのは私も計算したんですが、これも数字的に確認をした

いと思いますので、お願いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　渡辺教育次長。 

 

■教育次長（渡辺美重子）　中学生が無償化になった場合の人数、金額についてというこ

とですが、こちらも令和7年11月１日現在の中学校、7年生から9年生の生徒数は現在

144人です。給食費は、先ほど申しましたとおり、１食350円として計算し、提供日数

201日で算出しますと、１年間で1143万2880円となります。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　渡辺教育次長。 

 

■教育次長（渡辺美重子）　すみません。今の単価を訂正させていただきます。1食395

円で試算をしました。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　そうですね。350円ということはあり得ないと思っていました。そう

しますと、今まで全校児童、児童数、それから、生徒の給食を無償化した場合には、若

干、数字的にはちょっと違うかなと思うんですが、2600万円ぐらいには該当するだろう

というふうには思っております。政府の予算措置で小学校が無償になりますと、残りは

中学生分1100万ぐらいだというふうになります。率にしますと、42パーセントぐらい

かなと、2600万円に対して42パーセントあまりかなというふうに思います。町独自の

予算化で、これはですね、良い機会ですから、町長、無償化ということを来年度の予算

の中に盛り込んで、物価対応策として、また子育て支援として、予算化を図るべきでは

ないかと思いますが、お考えをお伺いします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 
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■町長（鈴木文雄）　中学生の給食費の無償化についてでございますが、先ほども申し上

げましたとおり、給食費の無償化という施策は、子育て環境の改善あるいは教育環境の

充実という観点からも、非常に重要なテーマであると認識しております。これまでも、

小学校の給食費については、満額とは申し上げられませんけれども、部分的な支援を拡

充してきたところでありますので、その線に沿って、中学生分についても前向きに検討

してまいりたいかと思います。ただ、来年度以降も、町の財政は大変厳しい状況となっ

ております。また、来年度に向けては一茶関連のイベントやらナウマンゾウに関するい

ろいろな企画もございまして、少なからず財政出動が要請されておりますので、そうい

ったものを含めて、トータルで全体を俯瞰する中で、予算の配分について見極めてまい

りたいというふうにも感じております。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　来年度予算については、はっきり言えば、ちょっと無理だというふ

うに受け取りました。ただ、全体の2600万円ですか、ぐらいですけれども、第2子の

子どもたち、半額補助というふうに出しておりますから、これは今年の予算でもありま

したとおり326万円でしたか、8万円でしたか、それぐらいは町の方で補助していると

いうことは承知しております。圧倒的には小学生が多いんだろうなというふうな気もい

たしますけれども、それでも町の方としては昨年、それから今年と部分的ではあります

けれども、補助として出しているんだということは、積極的なものとして受け止めたい

なということにしたいと思います。いずれにしましても、給食費の関係で言いますと、

来年度予算を見なければわからないわけなんですが、政府としては、恐らくこれも盛り

込むだろうなというふうに思っております。これだけの物価高であり、また子どもたち

の育成を考えて、積極的な子ども支援ということを考えたならば、ここのところに光を

当てて、政府としてやっていくのだろうなというふうに考えております。引き続き、政

府もそうですけれども、町独自の予算の中で、それぞれの各自治体が、無償化というこ

とは進んできております。信濃町としても今後の中で、こうした子どもたちの支援のた

めに、また家庭の少しでも助けになればという観点から、積極的な財政出動を行ってい

ただいて、引き続き無償化に向けて、予算編成は組まれることを、強く期待いたしまし

て、私の一般質問を終わりたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、伊藤博議員の一般質問を終わります。 

この際10時30分まで休憩といたします。 

 

（終了　午前10時20分）


